
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「時を守り 場を清め 礼を正す」 

       ～令和 4 年度修了式に寄せて～ 

                                                         校長 飯 出 広 行 

 

 令和４年度修了式を迎え、１・2 年生の皆さん及び保護者の皆様、進級おめでとうござい

ます。 

 今年度もコロナ禍の中でスタートを切り、感染症対策を講じた上で創意工夫のもと、全て

の教育活動を終了できましたことをうれしく思います。 

 振り返りますと、4 月 8 日始業式に私は生徒に「時を守り 場を清め 礼を正す」とい

う言葉を紹介しました。「時を守りとは、時間を守ることです。時間を守るということは、

相手を尊重することで、そのことで信用を積み重ねることができます。場を清めとは、場を

きれいにすること、掃除をすることです。そうすることで、心が磨かれ、気付く人、謙虚な

人となり、感謝や感動の心をもつことができます。礼を正すとは、挨拶をすること、返事を

することで、相手が心を開いてくれて、人間関係が良くなるということです。これは、社会

人・職業人として当たり前のことであり、必要な力です。皆さんもこの力を身に付けて、立

派な社会人・職業人になってほしいと思います。意識して生活してみてください。」という

話をしました。 

 それから約一年間、現場実習、体育祭、オープンウィーク、学校見学会、学校説明会、模

擬株式会社、宿泊研修、マラソン大会、学校祭等々、生徒たちは様々な活動の中でそれを実

現してくれました。特に、現場実習では、実習を終えて学校に戻ってきたときの顔が違って

いました。しっかり学んできたことを感じました。報告を聞くと、これまで学校で学んでき

た成果を発揮できたことや難しかったこと、苦しかったことがあったようです。普段の学校

生活・寄宿舎生活をとおしてできないことは、実習ではなお難しいことを感じたのではない

でしょうか。実習の期間だけ頑張れば良いでは通用しないことが分かったようです。普段の

生活がどんなに大切かが分かり、意識して生活している姿がありました。 

 生徒たちに、学校生活・寄宿舎生活をとおして、「時を守り 場を清め 礼を正す」を常

に実践できることが、現場実習や卒業後の就労にもつながっていくことを伝え、この力を身

に付けさせ、立派な社会人・職業人を育てることが、改めて我々の使命であることを確認し

ました。令和 5 年度も教職員一丸となって取り組んでまいります。 

 保護者や地域、関係機関の皆様、本校の令和４年度の教育活動に対しまして、多大な御理

解と御協力をいただき誠にありがとうございました。 
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津村
つ む ら

 理子
さ と こ

 教諭（北海道伊達高等養護学校） 

 この度、伊達高等養護学校へ異動することになりました。今金中学校で 5

年、養護学校で 7 年、計 12 年今金町でお世話になりました。12 年前の 3

月は東日本大震災の年でした。思い出深い今金の地を離れるのは寂しいで

す。こちらで鍛えていただいたご恩を忘れずに前を向いて進んでいきます。

私に関わって下さいました皆様、本当にありがとうございました！ 

  

 
西脇
にしわき

 功二
こ う じ

 教諭（北海道伊達高等養護学校） 

 今金高等養護学校で過ごした 7 年間は人、環境に恵まれ、充実した教員生

活を送ることができました。今金の地で学んだこと、経験したことを次のス

テップに生かしていきたいと思います。7 年間ありがとうございました。 

  

 
石川
いしかわ

  誠
まこと

 教諭（北海道函館高等支援学校） 

 私は今金高等養護学校に７年間お世話になりました。生徒のために様々な

ことをさせていただいた際に、保護者や地域の方々の多大なる温かい御支援

をいただき心より感謝申し上げます。この貴重な体験を、今後の教員生活に

生かしていきたいと思います。ありがとうございました。 

  

 
野呂
の ろ

 篤志
あ つ し

 教諭（北海道室蘭聾学校） 

 この度、室蘭聾学校へ異動することになりました。本校では、育児休暇を

挟んで９年間、生徒や保護者、地域の皆様に支えられ、仕事を続けることが

できました。4 月からは、聴覚障害教育に携わることになりました。新しい

環境に行く不安はあります。今金町で身につけた力をもとに挑戦していきま

す。ありがとうございました。 

  

 
成田
な り た

 直
なお

浩
ひろ

 教諭（北海道七飯養護学校） 

 本校での 7 年間、生徒たちにはパワーを、保護者の方々や地域の方々に

は、御理解と御支援をいただきながら教育活動を行ってきました。これらを

糧に、新たな職場でも生徒たちのために一生懸命頑張ります。これからの皆

様の御健康と御活躍を祈っております。本当にありがとうございました。 

転出する教職員からの御挨拶です。 



 

 

 

 
亀田
か め だ

 倫代
と も よ

 教諭（ＪＩＣＡ派遣） 

 今金高等養護学校では着任してからの 7 年間で多くのことを学び、教師と

して貴重な経験を積むことができました。そして、生徒とのたくさんの思い

出は何にも代えがたい大切なものとなりました。保護者の皆様や町民の皆様

からもたくさんのご協力をいただいたことに感謝申し上げます。本当にあり

がとうございました。 

  

 
中市
なかいち

 浩史
ひろふみ

 教諭（せたな町立北檜山中学校） 

 本校では６年間、充実した期間を過ごすことができました。教育の中心で

あるべき教師という存在ではありましたが、生徒、保護者の皆様に育ててい

ただいた年月だったと感じています。４月からは新たなステージに立ちま

す。しかし、今金での６年間を思い出せば、乗り越えられないことはないと

思っています。本当にありがとうございました。 

  

 
 吉田
よ し だ

 健一
けんいち

 教諭（北海道函館養護学校） 

 保護者の皆さまを始め、生徒の皆さんや地域の皆さんには大変お世話にな

りました。担任として３年間勤務させていただき、沢山の生徒と過ごした

日々はとても充実していました。また、本当に様々なことを学んだ３年間で

した。次の学校でも今金町で学んだことを生かしていきたいと思います。本

当にありがとうございました。 

  

 
 四方

よ も

 悠
ゆう

貴
き

 教諭（北海道浦河高等学校） 

今金高等養護学校に着任してから 2 年間という短い間でしたが、生徒や保

護者の皆様、地域の方々、教職員に支えられここまで成長することができま

した。言葉にできないくらいの感謝でいっぱいです。来年度から新しい地

で、この今金での貴重な体験を生かして精一杯努力していきます。2 年間本

当にありがとうございました。 

  

 
五十嵐
い が ら し

悦史
よしひと

 教諭（北海道美唄養護学校） 

３年間という短い期間でしたが、生徒や保護者、地域の皆様に支えられ、

また、公私ともに今金町の方々の温かさに触れ、とても充実した生活を送る

ことができました。皆さんとの出会いに感謝し、この地で学んだ経験を生か

して頑張りたいと思います。今金町で過ごした日々は私にとっての宝物で

す。本当にありがとうございました。 

 



 

 

 

 
阿部
あ べ

 悠
やす

江
え

 教諭（任用期間満了） 

3 月 31 日付で退職することとなりました。 

１年２か月という短い期間でしたが、貴重な経験をすることができたと、

今、実感しています。この経験を新たなステップに進む際の糧にしたいと思

います。お世話になった方々に、心より感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。 

 

 
長澤
ながさわ

 卓
たく

矢
や

 実習助手（北海道雨竜高等養護学校） 

 この度、雨竜高等養護学校へ異動することになりました。この１年間、

様々な学習を通して、日々成長する姿を近くで見ることができて幸せでし

た。そして保護者の皆様をはじめ、地域の方々、教職員に支えられ、貴重な

経験をさせていただきました。今金で学んだ経験を忘れずに頑張っていきま

す。本当にありがとうございました。 

  

 
吉田
よ し だ

 優花
ゆ か

 寄宿舎指導員（任用期間満了） 

 いつも暖かく接してくださる保護者の皆様や教職員、地域の方々には大変

お世話になりました。また、生徒の皆さんの成長を間近で見ることができ、

とても嬉しかったです。出産のため一足先にお休みをいただいており、最後

の挨拶を直接できなかったことが残念ですが、これからの皆様の健康と幸せ

を願っております。今まで本当にありがとうございました。 

 

  外山
と や ま

 陽子
よ う こ

 教諭（北海道室蘭養護学校） 

  鐘ヶ江
か ね が え

美
み

華
か

 寄宿舎指導員（退職） 

 

 

 

日 時 予 定 

10 日（月） ・始業式・着任式 

11 日（火） ・入学式 

13 日（木） ・避難訓練 

17 日（月） ・対面式 

28 日（金） 

・参観日 

・PTA 振興会総会 

・携帯電話教室 

※予定が変更となる場合もございますので御了承ください。 

子ども相談支援センター 

相談窓口のお知らせ 
いじめや不登校、体罰などの学校教育に関す

る悩み、子育て・しつけなど家庭教育に関する
悩みなど相談してください。 

●電話相談 

 ０１２０－３８８２－５６ 
（無料、毎日 24 時間対応 ） 

●メール相談 
doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp 

※急ぎの場合は電話相談を利用してください。 

●来所相談 
 （10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。） 

子ども相談支援センター 

 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階 

※上記の電話相談で予約してください。 

  


